
提

出

者

辻

元

清

美

平
成
十
八
年
三
月
二
十
九
日
提
出

質

問

第

一

八

九

号

青
森
県
六
ヶ
所
村
再
処
理
工
場
運
転
開
始
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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青
森
県
六
ヶ
所
村
再
処
理
工
場
運
転
開
始
に
関
す
る
質
問
主
意
書

二
〇
〇
六
年
一
月
二
六
日
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
Ｊ
・
マ
ー
キ
ー
議
員
（
米
国
、
民
主
党

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
）

エ
ネ

ル
ギ
ー
・
商
業
委
員
会
の
シ
ニ
ア
・
メ
ン
バ
ー
で
、
超
党
派
核
拡
散
防
止
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
の
共
同
議
長

は
、
他
の
五
人

の
下
院
議
員
ら
と
署
名
し
た
書
簡
を
、
加
藤
良
三
駐
米
大
使
に
送
り
、
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
運
転
開
始
計
画
に
つ
い
て
の
懸
念

を
表
明
し
た
。
日
本
政
府
は
、
二
〇
〇
六
年
一
月
二
七
日
、
内
閣
府
、
外
務
省
、
文
部
科
学
省
、
経
済
産
業
省
の
連
名
で
「
日

本
政
府
見
解
」
を
発
表
し
、
二
月
一
四
日
に
は
、
こ
の
「
見
解
」
を
基
礎
と
す
る
返
答
を
加
藤
大
使
が
マ
ー
キ
ー
議
員
ら
に

送
っ
た
。

マ
ー
キ
ー
議
員
ら
は
、
書
簡
の
中
で
「
私
た
ち
は
、
核
兵
器
利
用
可
能
な
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
抽
出
の
継
続
が
重
大
か
つ
不
必

要
な
脅
威
を
国
際
的
安
全
保
障
及
び
核
不
拡
散
に
も
た
ら
す
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
私
た
ち
は
、
二
〇
〇
六
年

の
六
ヶ
所
で
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
を
中
止
し
、
そ
れ
を
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の
運
転
を
延
期
す
る
と
い
う
よ
り
広
範
な
合
意
の

一
環
と
す
る
よ
う
要
請
し
ま
す
。
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
、
「
私
た
ち
は
、
世
界
全
体
の
核
兵
器
利
用
可
能
核
分
裂
性
物
質－

高

濃
縮
ウ
ラ
ン
（
Ｈ
Ｅ
Ｕ
）
及
び
分
離
済
み
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム－

保
有
量
を
減
ら
す
と
言
う
世
界
的
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
の
一
環
と
し
て

こ
の
よ
う
な
措
置
を
講
じ
る
よ
う
日
本
に
要
請
し
ま
す
。
私
た
ち
は
、
こ
れ
は
国
際
社
会
に
と
っ
て
高
い
優
先
順
位
を
持
つ
べ

一



き
も
の
と
考
え
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
よ
う
な
行
動
が
、
核
軍
縮
と
核
拡
散
防
止
を
推
進
し
、
テ
ロ
リ
ス
ト
た
ち
に
よ
る
核

兵
器
の
獲
得
を
防
止
す
る
の
に
役
立
つ
だ
ろ
う
か
ら
で
す
。
『
余
剰
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
持
た
な
い
と
の
原
則
』
を
約
束
し
た
一

九
九
七
年
一
二
月
の
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
に
対
す
る
日
本
声
明
を
私
た
ち
は
、
高
く
評
価
し
ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
、
二
〇
〇
三
年

末
ま
で
に
日
本
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
保
管
総
量
は
四
〇
・
六
ト
ン
に
増
大
し
た
と
理
解
し
て
い
ま
す
。
商
業
用
の
増
殖
炉
計
画
が

な
く
、
混
合
酸
化
物
（
Ｍ
Ｏ
Ｘ
）
使
用
計
画
が
相
当
の
問
題
に
直
面
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
新
し
い
再
処
理
工

場
に
お
け
る
さ
ら
な
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
分
離
及
び
蓄
積
は
、
日
本
の
方
針
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
」

マ
ー
キ
ー
議
員
ら
の
書
簡
に
対
す
る
日
本
政
府
の
見
解
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

�

我
が
国
は
、
核
不
拡
散
性
を
確
保
し
た
上
で
、
使
用
済
燃
料
を
再
処
理
し
、
回
収
さ
れ
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
、
ウ
ラ
ン
等
を

有
効
利
用
す
る
こ
と
を
国
の
基
本
方
針
と
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
方
針
は
、
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
の
原
子
力
政
策
大
綱
に

お
い
て
も
、
複
数
の
シ
ナ
リ
オ
分
析
を
徹
底
的
に
比
較
検
討
し
た
上
で
の
結
果
と
し
て
改
め
て
確
認
さ
れ
て
い
る
。

�

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
利
用
目
的
の
な
い
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
持
た
な
い
と
い
う
原
則
を
踏
ま
え
て
、

透
明
性
を
い
っ
そ
う
向
上
さ
せ
る
我
が
国
独
自
の
原
則
と
し
て
、
電
気
事
業
者
等
は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
を
前
に
、
我
が
国

の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
利
用
が
厳
に
平
和
の
目
的
に
限
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
内
外
の
理
解
と
信
頼
の
一
層
の
向
上
を
図
る
た

二



め
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
利
用
計
画
を
公
表
し
た
。
こ
の
公
表
内
容
は
、
原
子
力
委
員
会
に
よ
り
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
利
用
の
透
明

性
の
向
上
の
観
点
か
ら
妥
当
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。

�

ま
た
、
六
ヶ
所
工
場
に
お
い
て
は
、
純
粋
な
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
酸
化
物
単
体
が
存
在
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
ウ
ラ
ン
と

混
合
し
た
Ｍ
Ｏ
Ｘ
粉
末
（
混
合
酸
化
物
粉
末
）
を
生
成
す
る
と
い
う
技
術
的
措
置
も
講
じ
ら
れ
て
い
る
。

�

な
お
、
我
が
国
は
、
非
核
三
原
則
を
堅
持
し
、
核
不
拡
散
の
観
点
か
ら
、
厳
格
な
核
物
質
防
護
及
び
輸
出
管
理
規
制
に
基

づ
く
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
（
国
際
原
子
力
機
関
）
保
障
措
置
及
び
国
内
保
障
措
置
の
厳
格
な
適
用
を
確
保
し
て
き
て
お
り
、
六
ヶ
所
工

場
に
つ
い
て
も
、
平
和
利
用
を
担
保
す
る
た
め
の
保
障
措
置
が
適
切
に
実
施
で
き
る
こ
と
が
国
際
的
に
も
認
め
ら
れ
て
い

る
。

�

我
が
国
と
し
て
は
、
非
核
兵
器
国
と
し
て
こ
れ
ま
で
原
子
力
平
和
利
用
の
実
績
・
経
験
に
基
づ
い
た
核
不
拡
散
と
平
和
利

用
を
両
立
さ
せ
る
べ
く
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
政
策
を
推
進
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

こ
れ
に
関
連
し
て
以
下
の
通
り
質
問
す
る
。

一

「
見
解
」
の
�
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
利
用
計
画
に
よ
る
と
、
六
ヶ
所
村
で
建
設
計
画
中
の
Ｍ
Ｏ
Ｘ
（
混
合
酸
化
物
）
燃
料

工
場
が
完
成
す
る
予
定
の
二
〇
一
二
年
ま
で
は
、
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
で
分
離
さ
れ
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
蓄
積
さ
れ
続
け
る

三



こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
二
〇
一
二
年
ま
で
に
そ
の
在
庫
量
は
、
何
ト
ン
に
達
す
る
の
か
。
（
国
際
的
な
や
り
方
に

従
い
、
国
際
原
子
力
機
関
（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
に
報
告
す
る
と
き
と
同
じ
く
、
「
核
分
裂
性
」
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
量
で
は
な
く
、

全
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
量
で
答
え
る
よ
う
求
め
る
。
）

二

日
本
は
、
国
際
慣
行
と
異
な
り
、
核
分
裂
性
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
量
だ
け
を
示
す
こ
と
が
多
い
が
、
「
非
核
分
裂
性
」
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
は
、
高
速
増
殖
炉
の
運
転
や
核
爆
発
の
際
に
核
分
裂
を
起
こ
さ
ず
役
に
立
た
な
い
と
い
う
の
が
政
府
の
立
場
か
。

三

国
際
原
子
力
機
関
（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
は
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
有
意
量
（
一
個
の
核
爆
発
装
置
が
製
造
さ
れ
る
可
能
性
を
排
除

で
き
な
い
核
物
質
の
お
お
よ
そ
の
量
）
を
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
�
�
�
の
含
有
量
が
八
〇
％
以
上
の
も
の
を
除
き
、
そ
の
組
成

に
か
か
わ
ら
ず
八
㎏
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
従
う
と
、
二
〇
一
二
年
ま
で
の
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
在

庫
量
は
、
核
兵
器
何
発
分
に
当
た
る
の
か
。

四

六
ヶ
所
再
処
理
工
場
で
は
、
二
〇
一
二
年
以
後
も
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
分
離
が
続
け
ら
れ
、
右
の
在
庫
量
に
加
わ
る
こ
と
に

な
る
が
、
マ
ー
キ
ー
議
員
ら
の
懸
念
に
応
え
る
た
め
、
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
で
の
在
庫
量
が
、
「
見
解
」
の
�
で
触
れ
ら
れ

て
い
る
利
用
計
画
に
従
え
ば
、
二
〇
一
二
年
以
後
、
年
々
ど
の
よ
う
な
レ
ベ
ル
で
推
移
す
る
の
か
、
毎
年
の
在
庫
量
を
示
さ

れ
た
い
。

四



五

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
国
内
に
既
に
あ
る
四
三
ト
ン
以
上
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
優
先
的
に
消
費
し
た
場
合
、
六
ヶ
所
再
処
理
工
場

で
の
在
庫
量
は
、
二
〇
一
二
年
以
降
も
増
え
続
け
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
量
が
何
ト
ン
に
な
れ
ば
、
余
剰
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

だ
と
見
な
す
の
か
。

六

と
り
わ
け
、
「
見
解
」
の
�
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
利
用
計
画
に
遅
れ
が
出
た
場
合
、
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
で
の
在
庫
量

は
、
長
期
に
渡
っ
て
増
え
続
け
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
が
何
ト
ン
に
な
れ
ば
、
余
剰
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
持
た
な
い
と
の
方

針
に
従
っ
て
、
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の
運
転
を
中
止
さ
せ
る
の
か
。

七

テ
ロ
リ
ス
ト
に
よ
る
盗
取
を
懸
念
す
る
マ
ー
キ
ー
議
員
ら
に
対
し
、
「
見
解
」
の
�
は
、
「
六
ヶ
所
工
場
に
お
い
て
は
、

純
粋
な
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
酸
化
物
単
体
が
存
在
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
ウ
ラ
ン
と
混
合
し
た
Ｍ
Ｏ
Ｘ
粉
末
（
混
合
酸
化
物

粉
末
）
を
生
成
す
る
と
い
う
技
術
的
措
置
も
講
じ
ら
れ
て
い
る
」
と
し
て
い
る
。
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
保
障
措
置
用
語
集
（
二
〇
〇
一

年
版
）
で
は
、
核
爆
発
装
置
の
金
属
構
成
要
素
に
転
換
す
る
の
に
必
要
な
時
間
（
転
換
時
間
）
の
推
定
を
示
す
表
に
お
い

て
、
Ｍ
Ｏ
Ｘ
は
酸
化
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
と
同
じ
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
っ
て
お
り
、
そ
の
時
間
は
一
〜
三
週
間
と
な
っ
て
い
る
。
政

府
は
酸
化
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
と
比
べ
、
Ｍ
Ｏ
Ｘ
で
は
懸
念
が
ど
れ
ほ
ど
少
な
く
な
る
と
考
え
る
の
か
。
ま
た
、
そ
の
理
由
を
示

さ
れ
た
い
。

五



八

Ｍ
Ｏ
Ｘ
が
盗
ま
れ
る
可
能
性
を
減
ら
す
た
め
に
、
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
で
は
ど
の
よ
う
な
警
備
が
行
わ
れ
て
い
る
か
示
さ

れ
た
い
。

九

米
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
は
、
一
〇
％
以
上
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
含
有
率
を
持
つ
Ｍ
Ｏ
Ｘ
を
す
べ
て
、
最
高
レ
ベ
ル
の
保
安
措

置
を
必
要
と
す
る
「
カ
テ
ゴ
リ
ー
�
」
の
物
質
と
み
な
し
、
そ
の
よ
う
な
Ｍ
Ｏ
Ｘ
を
貯
蔵
す
る
施
設
で
は
、
武
装
グ
ル
ー
プ

の
襲
撃
を
想
定
し
て
演
習
を
行
っ
て
い
る
。
施
設
の
保
安
部
隊
に
対
し
、
そ
の
施
設
の
保
安
要
員
と
は
別
の
グ
ル
ー
プ
か
ら

な
る
「
攻
撃
側
部
隊
」
を
組
織
し
て
模
擬
襲
撃
を
か
け
る
訓
練
で
あ
る
。
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
で
は
、
こ
の
よ
う
な
演
習
を

行
っ
て
い
る
か
、
ま
た
今
後
行
う
予
定
は
あ
る
か
示
さ
れ
た
い
。

一
〇

米
国
政
府
は
、
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
で
使
わ
れ
て
い
る
ピ
ュ
ー
レ
ッ
ク
ス
法
は
、
核
拡
散
性
が
高
い
と
し
、
核
拡
散
抵

抗
性
の
高
い
新
し
い
技
術
を
開
発
す
べ
き
だ
と
の
考
え
を
そ
の
国
際
原
子
力
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ｇ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）
構
想
で
打

ち
出
し
て
い
る
。
日
本
は
、
こ
の
Ｇ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
を
支
持
す
る
と
し
な
が
ら
、
核
拡
散
性
の
高
い
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
を
急
い
で

運
転
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
矛
盾
で
は
な
い
か
。

右
質
問
す
る
。

六


